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輸入牧草 に混入 し北海道 にて その死体 が確認 された

ホシム ク ドリS伽rπ 認u畷gαrお の記録 とウイル ス学 的検査

吉野 智 生1)、 国藤 泰輔2)、 渡 辺

萩原 克 郎1)、 大 沼 学4)、 桑 名

1)酪 農学園大学獣医学部感染 ・病理部門

2)酪 農学園大学野生動物生態研究会

3)北 海道大学大学院獣医学研究科プリオン病学講座

4)独 立法人国立環境研究所環境生物資源研究室

5)日 本大学生物資源科学部野生動物学講座

*:連 絡責任者:浅 川 満彦 酪農学園大学獣医学部感染 ・病理部門

〒069-8501北 海道江別市文京台緑町582

竜 己2)、 久 木 田 優 美2)、 前 田 秋 彦3)、

貴4)、 村 田 浩 一5)、 浅 川 満 彦1)*

〒069-8501北 海道江 別市 文京 台緑 町582

〒069-8501北 海道 江別市 文京 台緑 町582

〒060-1....北 海道札 幌市 北 区北ユ8条9丁 目

〒305-8506茨 城県 つ くば市小 野川16-2

〒252-85ユ0神 奈川 県藤 沢市亀 井野1866

askam@rakuno.ac.jp

要 約

2007年1月17日 、北海道 日高町内某所の競走馬飼育施

設内餌槽 にてホシムク ドリSturnusvulgalisの ミイラ

状の死体が発見された。当該牧草は北米ワシントン州か

ら2006年11月 某日に輸入されたロール状の乾草であった

ことから、この死体は北米から牧草に紛れて我が国に到

達 したと考えられた。北米産ホシムク ドリはウエス トナ

イル熱 ウイルスの保有宿主種の一つとされるので、この

ウイルス感染 を含む検査を実施 した。その結果、陰性結

果を得たが、本事例のように輸入牧草から本来我が国で

生息 しない動物(死 体)が 紛れ込んでいる可能性があ り、

今後 も警戒する必要があろう。

序 文

2007年1月17日 、北海道日高町内某所の競走馬飼育施

設内餌槽にてホシムク ドリSturnusvulgalisの 乾燥傾

向が著 しい ミイラ状の死体が発見 された。同施設で与え

ていた牧草は北米 ワシントン州から2006年11月 某 日に輸

入されたロール状の乾草(品 種はチモシー)で あったこ

とから、北米にてこの牧草に紛れていたと考えられた。

以下、記述するようにウイルス学的な検査ではその感染

は否定されたが、このような牧草に紛れた死体の我が国

への持ち込みは、感染症対策の上で重要な問題を孕むこ

とになろう。そこで、今後の防疫施策々定の参考 とする

ため、我々の経験事例 を紹介 したい。

材料 と方法

死体搬入の経緯=

当該個体か らの人馬への感染症などを懸念 した当該牧

場主より、まず、本牧草輸入業者(札 幌市内)に 連絡 さ

れ、次いで、その業者から北海道庁石狩支庁に指示を仰

いだ。そして、その支庁担当者か ら今回の著者の一人、

浅川に連絡が入 り、内容 を確認 した後、浅川と業者 とが

直接調整 し、発見か ら2日 後、同個体は酪農学園大学野

生動物医学センターWildAnimalMedicalCenter(以

下、WAMC)に 送付 された。そ して、同施設シリアル

番号AS6991と して登録後、鳥種同定および病原体保有

状況などの分析作業が実施 された。

作業者への安全性にも配慮 を兼ね、インフルエンザウ

イルス簡易試験 キッ ト(デ ンカ生研 製 「クイ ックSイ

ンフルA・B生 研」)およびウエス トナイル熱ウイルス簡

易試験キット(米 国MedicalAIlalysisSystems,Inc.

社製 「WNV/SLEViecTest」:同 ウイルスのモノクロ抗

体応用 したもの)を 用い、陰性結果を確認 した後、以降

の作業を行った。当該個体はノギスなどで体部測定 され

た後、常法に準 じ、剥皮 ・解剖 され、羽毛付 きの皮膚は

仮剥製標本 として証7標 本 として保存された。肺、クロ

アカ内容物お よび肝臓、腎臓 を材料 にしたRT-PCR法

によるウエス トナイルウイルス遺伝子検出および2回 の

盲培養による10%乳 剤 を用いたVero細 胞E6細 胞での

ウイルス分離を試みた。また、PCR法 によりニューカッ

スルウイルスについて も検査をした。なお、今回の試験

後、残余 したすべての諸臓器および骨格(一 部筋肉が付

着)は 、今後の比較参考用試料 として、WAMC内 冷凍

庫 にて一20℃ にて冷凍保された。

成績と考察

測定値=

体重53g、 全長223㎜ 、翼開長372㎜ 以上(死 体の乾燥
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化 が 著 し く、 現 標 本 で 開翼 した 最 大 値)、 自然 翼 長127㎜ 、

最 大 翼 長127㎜ 、 翼 差47m、 翼 幅80㎜ 、尾 長66㎜ 、 露 出

嗜 峰 長24.4m、 全 曙 峰 長29.7㎜ 、晴 高(口 が 開 い た ま ま

乾燥 して お り計 測 不 可)、 階 幅7.7㎜ 、 全 頭 長53.3㎜ 、 ふ

蹄 長25.8㎜ 。

羽毛色彩(図1か ら3)1

ほぼ全身の正羽毛先端 に淡色斑があ り、下尾筒 羽縁 は

広 く、パフ色 を示 した。喉の羽毛は白色で、翼上面は茶

色味が強かった。しか し、換羽中の正羽は認め られなかっ

た。頭部および体背腹および側面の正羽は緑色お よび紫

色の金属光沢色を帯びていた。また、嗜は黒褐色、脚は

赤褐色を呈 した。
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種=

ホシムク ドリSturnusvulgarisと 類似 し、鑑別すべ

き種 としてはムジホシムク ドリS.unicolorお よびバラ

イロムク ドリS.roseus(特 に幼鳥)が あろう。これ ら

和名などは山階[12]に従ったが、ムジホシムク ドリは全

身がより黒色傾向が著明で、全身羽毛の淡色斑 もホシム

ク ドリに比べてより細かく目立たないことが特徴である。

一方、バライロムクドリは顔面部や体部背面の体色がよ

り淡いこと、眼部前縁が淡色で、嗜が淡黄色であること

などで、本個体 とは明らかに異なる特徴 を示す。以上か

ら、本個体 はホシムクドリと同定 された。

齢=

測定値に加え、本個体の喉が白色で、体上面の茶色味

傾向が強 く、羽毛先端の淡色斑が明瞭であったことから、

ステージは若鳥(1stAd)の 冬羽 と査定 された[2・5・7]。

性別:

生殖器 は乾燥変性が著 しく確認不可能であったため、

性別は不明であった。

地理的分布 との関連性1

ホシムク ドリの自然分布域はヨーロッパ、中近東、北

アフリカ、インド北部および中国南部で、これら地域で

繁殖 し、繁殖地の南部で越冬する。しか し、日本鳥学会[8]

によるとホシムクドリは北海道では稀な旅鳥 とされてお

り、これまでに利尻島、稚内市および滝川市などで観察

された[6・9・10]。一方、北米、オース トラリアおよびニュー

ジーランドなどでは人為的に移入 された外来種で、当該

地域で相当の個体数が生息す る[11]。今回の事例 も、北

米か ら輸入 された牧草の側で死体が発見 されたことから、

同 じく北米からもた らされたもの と考えられた。なお、

ムジホシムク ドリは地中海西部周辺に限局 し、バライロ

ムクドリはヨーロッパ中南部、アラビア半島北部か ら中

国西部で繁殖 し、インドなどで越冬する[1・2・7]。

剖検所見およびウイルス検査結果:

乾燥変性が著 しかったので、有意な剖検所見 は得 られ

なかった。 また、乾燥萎縮 した状態であったため喉頭 ・

気管スワブの採集は不可能であった。そのため、クロァ

カ内谷物をインフルエンザおよびウエス トナイル熱ウイ

ルス簡易検査の材料 とし、いずれも陰性結果を得た。ま

た、ウエス トナイル熱 ウイルスを標的にしたRT-PCR

法および培養法、ニューカッスルウイルスを標的にした
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PCR法 もいずれも陰性結果であった。なお、ウエス ト

ナイル熱ウイルスの検査では乾燥 した少許の肺、肝臓お

よび腎臓組織片 とクロアカ内容物を材料 としたが、脳材

料は採集不可能であったので対象としなかった。

北米に生息するホシムク ドリは、ウエス トナイル熱ウ

イルスの重要な保有宿主種の一つ とされているので[3・4]、

今回、検査するにあたって緊張 したが、簡易検査および

ウイルス学的検査で陰性結果を得たことから、少な くと

も本例 についはその懸念が払拭 された。近年、北海道で

も輸入牧草 を頻繁に使用 していることから、本事例のよ

うに輸入牧草から本来我が国で生息 しない動物(死 体)

が紛れ込んでいる可能性は少なくないであろう。 もし、

そのような事例 に遭遇 された場合、浅川askam@rakun

o.ac.jpに までご一報いただ きたい。可能な範囲で感染

症および動物学的検討対象として対応 し、記録を蓄積 し

たいので、会員諸兄の御協力を仰 ぎたい。
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